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トヨタ車体11番津屋のカットインで熱い試合の火ぶたが切られる。
序盤から両チームが激しくぶつかりあう。めまぐるしいスピードの攻
防。先に、流れをつかんだのは、トヨタ車体。5番高智のカットイン
と速攻、20番渡部の連続速攻などで前半10分で7対3とトヨタ車体
がリード。豊田合成も負けじと11番ウーゴの豪快なロングシュート
などで応戦。互いの堅守で得点が入らない時間帯から、トヨタ車体が
流れを引き戻す。22番門山が攻撃に参加し、アグレッシブな動きで
ディフェンスを突破。ＧＫ甲斐のファインセーブもあり、前半25分
で12対6とリードを広げる。ラスト20秒、豊田合成11番ウーゴの
ロングシュートが決まり、豊田合成が後半に望みをつなげた。
後半、一転、激しい点の奪いあいになる。豊田合成は21番小塩が大
活躍、ステップやミドルシュートで得点を重ねるが、トヨタ車体も速
攻などで応じ、後半14分まで5点差を譲らず。後半15分トヨタ合成
11番ウーゴが豪快なロングシュートを決めると同時に、トヨタ車体
は退場者を出す。このチャンスを豊田合成が逃さず、後半16分19対
16、3点差に詰め寄る。しかし、トヨタ車体は、22番門山のロング
シュート、19番菅野の速攻で連続得点、流れを渡さない。その後も
トヨタ車体が強い攻撃力とGKのファインセーブで、豊田合成の反撃
を跳ね返す。豊田合成も最後まであきらめず11番ウーゴや14番樋口
の得点で追いすがるが、トヨタ車体がリードを守り30対26で勝利を
収める。
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